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　戸畑祇園大山笠は国の重要無形民俗文化財に指定されており、福岡県夏の三
大祭りの一つとして親しまれています。210年を越える歴史を誇り、昼は勇壮
な幟山笠が、夜には美しい12段、309個の提灯を重ねた提灯大山笠に衣替えし
ます。『ヨイトサ、ヨイトサ』のかけ声とともに豪華で迫力のある共演を繰り広
げます。平成28年には、「戸畑祇園大山笠行事」を含む全国33の「山・鉾・屋
台行事」がユネスコ無形文化遺産に登録されました。

　幕末から明治時代にかけて日本の近代化に貢献した産業遺産群、「明治日本の
産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が、平成27年7月5日、世界文
化遺産に登録決定されました。この遺産群は、8県11市にまたがる23資産から
なり、北九州市からは、官営八幡製鐵所関連施設が構成資産に含まれています。
　製鐵所構内に立地していることから一般公開はされていませんが、旧本事務
所の外観を眺望できるスペースが整備されています。

　小倉発祥の〝焼うどん〟は終戦時の1945年(昭和20年)に誕生した北九州の
名物料理です。干しうどん(乾麺)を使用した麺の「もっちり」感と「天まど」
と呼ばれる卵のせが美味しい一品です。終戦直後、焼そば用のそば玉がなかっ
たため、干しうどんを湯がき焼いて作られた小倉の「焼うどん」。キャベツや玉
ねぎの甘さや旨みがギュッと詰まっています。

　大正3年に建築されたネオ・ルネッサンス様式の駅舎。1988年に駅舎として
は日本で初めて国指定重要文化財に指定されました。現役の駅舎で国指定重要
文化財に指定されているのは、門司港駅と東京駅の二つだけです。約6年の保存
修理工事を経て、2019年3月10日にグランドオープンしました。
　クルーズトレイン「ななつ星」も 毎週火曜日にやってきます。停車時間は13
時30分～ 14時30分です。

戸畑祇園大山笠

小倉発祥焼うどん

門  司  港  駅

官営八幡製鐵所
旧本事務所

　福岡県公民館連合会では、市町村の特色ある公民館活動や公立公民館一覧、県公連の活動状況、
実践交流会で発表された実践事例等をホームページに掲載し、情報提供に努めています。

　YahooやGoogleなどの検索サイ
トから「福岡県公民館連合会」と入力
してもご覧になれます。

○「お知らせ」に新着情報を掲載して
いきます。

○「福岡県公民館大会誌」にこれまで
の大会誌を掲載しています。

　年３回ホームページ上で発行してい
ます。（７月、11月、３月）

○市町村のページ特集
　「特色ある公民館活動」
○こちら県公連

福岡県公民館連合会ホームページ

福岡県公民館連合会ホームページ http://www.fukuokaken-kominkan.jp/

県公連と県内公民館を結ぶ
情報誌です。

定期更新（年３回）以外に、新着情報の随時更新を行います。
ぜひ、ご覧ください。

令和2年10月～

ホームページ
   リニューアル!



第６５回福岡県公民館大会　県公連会長挨拶

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全国的に多くのイベント・行事が中止・延期を余
儀なくされる中、第６５回福岡県公民館大会が皆様の御理解、御協力のもとインターネットを
活用して開催されますことを嬉しく思っております。また、公民館関係者の皆様には、日頃か
ら公民館活動を通して「人づくり・学びづくり・地域づくり」に御尽力いただいておりますこ
とに対しまして、深く感謝申し上げます。さらにこの度、地域の公民館活動の振興に顕著な御
功績があった方々に対しまして、福岡県公民館連合会から表彰させていただきます。表彰を受
けられます皆様には、心から敬意を表しますとともに、お祝申し上げます。
　さて、今年度は、新型コロナウイルスの影響により、「つどう・まなぶ・むすぶ」機能を生
かした日常の公民館活動が制限されるとともに、本大会も一堂に参集しての開催を断念せざる
を得なくなりました。しかし、このような中でも、人々の学びへの欲求に対して、我々公民館
は応えていかなければなりません。そこで、学びに対する新たな可能性を求めて、挑戦してい
くことも重要であると考え、今回このような開催形式をとらせていただきました。
　今年度の県公民館連合会のテーマは、昨年度のテーマを引き継ぎ「持続可能な地域づくりに
向けた公民館活動の在り方」としています。そこで本大会ではサブテーマである「『多世代の
関わり』や『学校や各種団体との連携・協働』などをどう具現化していくか」を通して、公民
館の役割を更に深めることとしました。パネル・ディスカッションでは、令和元年度優良公民
館文部科学大臣表彰最優秀館に選ばれた宮城県白石市の斎川公民館をはじめ、県内外で先進的
に取り組まれている公民館等から４名の方をオンライン会議ツールで繋ぎ、NPO法人ドネルモ
の宮田智史様のコーディネートのもと、本テーマについて討議していただきました。また、御
登壇いただいた皆様による「コロナ禍における公民館活動」についての座談会の様子も収録し
ていますので、参考にされてください。
　結びに、大会開催に当たり、昨年度から準備を進めていただいておりました北九州市及び関
係各位の御配慮に心からお礼を申し上げますとともに、公民館関係者の皆様のますますの御活
躍と御健勝を祈念申し上げ、挨拶といたします。

� 令和２年１０月５日

福岡県公民館連合会

会長���木 原 　 忠
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第６５回　福岡県公民館大会開催要項

１　趣　　　旨 近年、少子・高齢化、高度情報化、都市化・過疎化の進行、生活様式や価
値観の多様化等、社会情勢が急激に変化しています。その結果、地域の担い
手不足や人間関係の希薄化などが懸念され、いかにして持続可能で活力ある
社会を構築していくかが問われています。そのような中、地域住民に身近な
施設として大きな強みを持っている公民館には、人が育ち、人がつながる拠
点として、長年蓄積されてきた豊富な学びのノウハウと、貴重な教育財産を
活かしていくことが求められています。
そこで本大会では、昨年度、明らかになった「多世代の関わり」や「学校
や各種団体との連携・協働」などの視点を基に、県内外の実践の紹介や協議
をとおして、県内の公民館関係者・コミュニティ施設関係者とともに学び合
い、より一層の公民館の充実と発展をめざして実施します。

２　大会テーマ 「持続可能な地域づくりに向けて　公民館が進む道」
�～「多世代の関わり」や「学校や各種団体との連携・協働」などをどう具現化していくか～

３　主　　　催 福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会

４　後　　　援 福岡県、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県市町村教育委員会連絡協議会
福岡県社会教育委員連絡協議会、福岡県視聴覚教育協会、福岡県ＰＴＡ連合会
福岡県地域婦人会連絡協議会、福岡県子ども会育成連合会、福岡県文化団体連合会
福岡県明るい選挙推進協議会、福岡県金融広報委員会

５　配 信 期 間 令和２年１０月５日（月）９：００～令和２年１０月３０日（金）１７：００

６　参　加　者 約１,０００名　
公民館等職員、自治（町内）公民館等関係者、市民センター関係者、コミュニティ
施設関係者、公民館運営審議会委員、社会教育委員学校教育関係者、生涯学習・
社会教育関係者、社会教育関係団体

※公民館（市民センター・コミュニティセンター等を含む。）
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７　実 施 方 法 VＴRのWEB配信及びDVD等の送付、大会誌の作成

８　実 施 内 容　　（1）開会の言葉
（2）会長挨拶
（3）教育委員会挨拶
（4）趣旨・日程説明
（5）パネル・ディスカッション

「多世代の関わり」や「学校や各種団体との連携・協働」などをどう
具現化していくか
・パネリスト：

宮城県白石市斎川公民館　館長　　　　　　畑中　多賀男�氏
佐賀市立南川副公民館　主事　　　　　　　田中　みさ子�氏
久留米市津福校区まちづくり協議会　総務　入部　昭生　�氏
パルキッズ久留米大学　責任者　　　　　　　張　友樹　�氏

・コーディネーター：
NPO法人ドネルモ　事務局長　　　　　　　宮田　智史　�氏

（6）座談会
　　「コロナ禍における公民館活動」
（7）閉会

【VTR撮影】　　  →　　　     【編集】　　　→　　      　【配信】

※大会誌とアンケートは事前送付（「ふくおか電子申請システム」の活用も検討）
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福岡県公民館連合会表彰

種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公

　
　立

　
　公

　
　民

　
　館

１

福岡市

笠
かさ

波
なみ

榮
えい

治
じ 東

ひがし

区
く

筥
はこ

松
まつ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【高齢者教育】公民館が出会い・学習・体験・交
流・課題解決の場となるように事業を推進し、
乳幼児から高齢者まで様々な人のコミュニケー
ション拠点となるよう努めるなど住民に愛され
る公民館運営に貢献した。

２ 岩
いわ

室
むろ

勝
かつ

子
こ 早

さわ

良
ら

区
く

田
た

村
むら

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】地域団体との連携や地域イベン
トへの参画推進を行うとともに多世代が交流で
きる事業を行うなど地域の特性に合ったコミュ
ニティづくりに貢献した。

３ 竹
たけ

内
うち

君
きみ

代
よ 東

ひがし

区
く

多
た

々
た

良
ら

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【青少年育成】異年齢の子どもたちの交流の場づ
くりや、親子で参加できる事業を企画するなど
地域の課題解決に取り組むとともに子どもの健
全育成や子育て支援に貢献した。

４ 南
みなみ

﨑
ざき

美
み

津
つ

子
こ 東

ひがし

区
く

若
わか

宮
みや

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【青少年育成】夏休み期間を中心に異年齢の子ど
もたちの交流の場づくりに努めたり、子どもの
見守り、地域交流を目的とした事業を推進した
りするなど校区の課題解決と子どもの健全育成
に貢献した。

５ 宮
みや

嵜
ざき

祐
ゆう

子
こ 東

ひがし

区
く

香
か

椎
しい

浜
はま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【国際交流】「公民館を拠点とした外国人との交
流促進事業」モデル校区として、公民館を中心
に関係機関と連携し、さまざまな異文化交流事
業を企画・実施するなど地域課題解決とコミュ
ニティ形成に貢献した。

６ 山
やま

口
ぐち

春
はる

代
よ 南

みなみ

区
く

曰
お

佐
さ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【団体育成・サークル活動】多様化する地域住民
の学習ニーズや地域課題を的確に捉えた講座づ
くり、研修会の企画・運営に取組むなど事業を
通じて公民館と地域住民の調和に貢献した。

７ 江
え

藤
とう

浩
ひろ

美
み 城

じょう

南
なん

区
く

七
なな

隈
くま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【組織づくり、仕組みづくり】小中学生、ＰＴＡ、
地域住民での意見交換会を実施し、意見が具体
化された活動やボランティアの組織化など地域
課題を解決し、夢を実現できる組織づくり・仕
組みづくりに貢献した。

８ 吉
よし

村
むら

千
ち

恵
え 西

にし

区
く

内
うち

浜
はま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【多世代の連携】公民館事業を通じて校区の子ども
達や若年夫婦世代などの地域参加を促すとともに、
高齢者の活動機会を推進するなど多世代の連携に
よる住みよい地域づくりに貢献した。

９ 西
にし

野
の

美
よし

子
こ 西

にし

区
く

西
せい

陵
りよう

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【多世代の連携】子どもの健全育成、子育て世代
の支援、高齢者の居場所づくりなど校区の状況
に合わせた事業を展開し、様々な世代のコミュ
ニティの拠点・学習の場として公民館運営に携
わるなど地域のまちづくりに貢献した。

祝

令和２年度福岡県公民館連合会表彰一覧（公民館役職員）
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種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公

　
　立

　
　公

　
　民

　
　館

1 0 福岡市 中
なか

尾
お

恭
きょう

子
こ 西

にし

区
く

周
す

船
せん

寺
じ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【多世代の連携】公民館の役割やあり方を常に意
識した子どもの健全育成、子育て世代の支援、高
齢者の居場所づくりなどを行うとともに、様々な
世代のコミュニティ活動・社会教育活動の場づく
りに取組むなど地域のまちづくりに貢献した。

1 1 糸島市 吉
よし

兼
かね

幹
もと

富
ふ

佐
さ 糸

いと

島
しま

市
し

雷
らい

山
ざん

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【多世代の連携】公民館事業の情報発信に積極的
に取り組むとともに地域課題解決に向けた事業
の企画・運営を行うなど住民のための地域づく
りに貢献した。

1 2 古賀市 麻
あ　そ　う

生 元
もと

子
こ 古

こ

賀
が

市
し

公
こう

民
みん

館
かん

運
うん

営
えい

審
しん

議
ぎ

会
かい 委

い

員
いん
【公民館施設の管理・運営】公民館の運営につい
て複数の立場の視点から調査・審議を行い、各
種事業の企画・実施について意見を述べるなど、
公民館施設の管理・運営に貢献した。

1 3 みやま市 樺
かば

島
しま

正
まさ

文
ゆき みやま市

し

瀬
せ

高
たか

公
こう

民
みん

館
かん

上
かみの

庄
しょう

支
し

館
かん 支

し

館
かん

長
ちょう

【多世代の連携】伝統・歴史のある行事の継続と
時代に合わせた新規事業の展開など地域住民の
ニーズを取り入れた地域づくりをＰＴＡや子ど
も会と連携して行うなど地域の活性化に貢献し
た。

自
治
（
町
内
）
公
民
館

１

北九州市

村
むら

上
かみ

隆
たか

彦
ひこ 小

こ

倉
くら

北
きた

区
く

泉
いずみ

台
だい

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【大学や他機関との連携】市民センターと連携して
地域の学びの場としての役割を担うなど近隣施設
や様々な世代と連携し、地域の生涯学習促進に貢
献した。

２ 林
はやし

　　 正
まさ

博
ひろ 若

わか

松
まつ

区
く

岩
いわ

屋
や

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】地域行事や文化活動の実施を積
極的に行うことによって多世代にわたる地域住
民の連携意識を高めるなど、住みよいまちづく
りに貢献した。

３ 直方市 堀
ほり

　 孝
たかし

直
のお

方
がた

市
し

中
なか

泉
いずみ

２区
く

自
じ

治
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん

（兼）中
なか

泉
いずみ

校
こう

区
く

自
じ

治
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん
館
かん

長
ちょう
【ボランティア活動】地域活動の先頭に立ち、環
境美化・保全活動や見守り防犯活動を行うなど
様々なボランティアを通して地域課題の解決や
人づくり、地域づくりに貢献した。

４

大川市

志
し

岐
き

保
やす

孝
たか 大

おお

川
かわ

市
し

住
すみ

吉
よし

町
まち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】敬老会と子ども会の交流などの
行事を通じた世代間交流を促進したり、リーダー
シップを発揮し、多岐にわたる活動の中心を担っ
たりするなど住みよいまちづくりと地域の活性
化に貢献した。

５ 清
し

水
みず

勝
かつ

利
とし 大

おお

川
かわ

市
し

弥
や

生
よい

町
まち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【組織づくり・仕組みづくり】町行事のマニュア
ルづくりや町内防災組織の立ち上げ準備を行い
運営上の課題解決へ積極的に取組むなど公民館
の活性化と地域づくりに貢献した。

６

飯塚市

田
た

中
なか

正
まさ

幸
ゆき 飯

いい

塚
づか

市
し

平
ひら

恒
つね

中
なか

野
の

自
じ

治
ち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【健康づくり】長年に亘り館長を勤める中で、社
会福祉協議会と連携しながら地域のスポーツや
福祉活動の企画、ラジオ体操の実施など地域住
民の健康づくりに貢献した。

７ 本
もと

川
かわ

恭
きょう

介
すけ 飯

いい

塚
づか

市
し

神
かみ

の
の

浦
うら

自
じ

治
ち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】様々な地域行事を通して地域住
民の交流や地域活性化に努め、他の公民館と連
携した行事の際は中心的な役割を担うなど長年
に亘って地域づくりに貢献している。

８ 糸田町 河
かわ

野
の

光
みつ

夫
お 糸

いと

田
だ

町
まち

真
しん

岡
おか

地
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】三世代交流を柱に住民の親睦・
融和を図るために恒例の地域行事を開催してお
り、地域のつながりを確かなものにするなど文
化的で住みよい地域づくりに貢献した。
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令和２年度福岡県公民館連合会表彰一覧（優良公民館）

令和２年度　全国公民館連合会表彰
【永年勤続職員表彰】　　　　　　　　　　　　　　　　

吉
よし

兼
かね

　幹
もと

富
ふ

佐
さ

　　糸島市立雷山公民館　主事

種別 番号 市町村名 公　民　館　概　要 特　　　　色

公

立

公

民

館

１ 福 岡 市

公 民 館 名 所　在　地 館 長 名 　人権尊重の精神を基底に
据え、子どもから高齢者ま
ですべての年齢層を対象と
した主催事業を実施してい
る。中でも、「みんなの公
民館」講座は、地域住民が
主体的に企画・準備・運営
に携わることで、人材発掘
と育成をするだけでなく自
分たちの公民館であること
を感じられる取組となって
いる。各種団体との連携も
多く、地域コミュニティの
醸成に向けた活動を展開し
ている。

姪
めい

北
ほく

公
こう

民
みん

館
かん 〒819-0002

福岡市西区姪の浜2-20-28

眞鍋順治
施
設
・
設
備
の
状
況

敷 地 面 積 18,773.13㎡

建物延面積 436.90㎡

構 造 RＣ

建築年月日 Ｈ22．３．15

主 な 設 備
事務室／講堂／学習室／
地域団体室／和室

公
民
館
類
似
施
設

２ 朝 倉 市

公 民 館 名 所　在　地 館 長 名

　平成29年九州北部豪雨災
害で被災した地域であり、
コミュニティの再生・存続
をかけたコミュニティビジ
ネスが展開されている。特
に、遊休・荒廃農地を活用
したソバ栽培は、開花時期
の観光客の訪問、収穫後の
そば打ち体験、そばの実の
加工品販売など地域の再
生・活性化に向けた事業と
なっている。

松
ま

末
すえ

地
ち

域
いき

コミュ
ニティ協

きょう

議
ぎ

会
かい

〒838-1504
朝倉市杷木星丸1168-4

日隈繁夫
（事務局長）

施
設
・
設
備
の
状
況

敷 地 面 積 -

建物延面積 -

構 造 -

建築年月日 -

主 な 設 備 -

公
民
館
類
似
施
設

3 小 郡 市

公 民 館 名 所　在　地 館 長 名
　学校施設の中のコミュニ
ティセンターとして、その
利点を活かした事業を行っ
ている。「地域」「学校」「家
庭」「コミュニティセン
ター」の連携により、コ
ミュニティセンターの事業
はもちろん、学校・地域の
事業も発展的・安定的に継
続されている。新興住宅地
として生まれた地域の活性
化・人材づくりに大変貢献
している。

の ぞ み が 丘
おか

校
こう

区
く

コミュニティセンター
〒838-0107
小郡市希みが丘5-2-17

中地　幸
施
設
・
設
備
の
状
況

敷 地 面 積 82㎡

建物延面積 82㎡
（学校との共有施設825㎡）

構 造 RＣ

建築年月日 Ｈ11．２．25

主 な 設 備
多目的室／音楽室／
コンピュータ室／和室／家庭科室
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パネル・ディスカッション
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コーディネーター

パネリスト

自治会長３期9年間（3年間は館長と兼務）、公民館長２期目（4年目）、農業・高校非常
勤講師に従事。

【テーマについて】
　地域から、小・中学校が消え、子どもたちの姿が消え、声を聞くことができなくなり、
少子高齢化、人口減少で地域消滅の危機が迫ってきております。地区民は危機意識を共有し、
「きらり斎川笑アップ塾」を立ち上げ、「きらり斎川笑アップ」の里づくり、活力ある福祉
の里づくりに向けて、取り組み始めたところです。

1984年福岡生まれ。NPO法人ドネルモ事務局長 / 理事。九州大学大学院芸術工学府修
士課程修了。2012年、「自分たちの暮らしを自分たちでつくる」文化的な社会を目指して、
高齢社会におけるコミュニティづくりに取組むNPO法人ドネルモを設立。その他に大野
城市共働コーディネーター、福岡市共働促進アドバイザー、福岡大学非常勤講師（生涯学
習支援論）など。

【テーマについて】
　公民館は戦後すぐに社会教育と住民自治（民主主義）を担う中核的な機関として構想され、
学びを軸に生活課題の改善を促したり、多様な住民同士の対話・相互理解を後押ししたり
しつつ、次世代へと地域の未来をつなぐ役割が期待された存在です。そして、この役割は
今でも非常に重要です。ただし、時代の変化とともに、「新たな取り組みや働きかけ」につ
いて改善や創意工夫が大いに求められています。本大会ではそうした「新たな取り組みや
働きかけ」を一緒に学んでいけたらと思っています！

パネル・ディスカッション

「多世代の関わり」や「学校や各種団体との連携・協働」などをどう具現化していくか

宮城県白石市斎川公民館　館長　畑
はた

中
なか

　多
た

賀
か

男
お

 氏

NPO 法人ドネルモ　事務局長　宮
みや

田
た

　智
さと

史
し

 氏
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現在　津福校区まちづくり協議会　総務
津福校区まちづくり協議会の事務局長として６年間在籍
定年退職時、校区の役員改正の年だった所、自治会推薦が有って、選考委員会より総務と
しての応援依頼が有り現在に至る。（８年目）
津福校区は子ども向けの事業に力を入れている校区と思っているが、歴代の会長や責任者
の方達が子どもの事に積極的な人が多かったから盛んになったと思う。
まわりの環境も有ってか、自身も子ども向け事業に力が入った。
何処でも言われている事と思うが
・ボランティアは楽しく
・子どもは地域の宝物
この２点を思いながら活動している。

【テーマについて】
　津福校区コミュニティセンターは津福小学校と隣り合わせでお互いの行き来がしやすい
ように通用口を作り、連携がしやすく、相談や打ち合わせがうまく行っている校区と思っ
て居る。
　校区の子ども向け事業の中でも子どもフェスタやふれあいコンサート等、学校・ＰＴＡ
と連携して行っている。学童保育とも似顔絵コンクールや映写会等で連携。校区全体事業
でも校区防災訓練で学校・ＰＴＡと連携をして出来ている。
　何処の公民館でも高齢者の活躍で成り立っている所が多いと思うがそう言った中でも若
い力が欲しい事がどうしても出て来ると思う。
　津福校区は子ども関係ではパルキッズさんに大変お世話に成っているがそう行った時に
おんぶに抱っこに成り過ぎないように、また、動いて貰う時にやりやすい様にして行く事
を心がけていく。

　「大学生と地域住民・小学校・行政が一体となり、子どもたちの居場所づくりを行うこと、 
地域の活性化の貢献を目指し、地域に根ざした活動を行うこと」を目的に２０１０年に福
岡県久留米市にて団体を設立しました。メンバーは 10 名程度ですが、年間約 100 日の活
動を実施しています。 また、年齢的に、大学生は子どもと大人 ( 地域の方々 ) の中間ぐら
いなので、双方の通訳として話を繋げるように心がけしながら活動をしています。 

平成 18 年度に佐賀市立久保泉公民館主事として採用され、巨勢公民館主事を経て現職。
　
【テーマについて】
　平成の大合併で佐賀市となったこの地。町政 50 年の歩みの中で築かれてきたものは何
なのか？地域の方と一緒に掘り起こしをする日々です。故郷への想いを大事にし、次世代
に受け継ぐことが大切だと思っています。

久留米市津福校区まちづくり協議会　総務　入
いり

部
べ

　昭
あき

生
お

 氏

パルキッズ久留米大学　責任者　張
ちょう

　友
ゆう

樹
き

 氏

佐賀市立南川副公民館　主事　田
た

中
なか

　みさ子
こ

 氏
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【地域の様子】（年齢層・産業・伝統・人の流出入等）

【サブテーマについて】（多世代、連携・協働の事業等の有無や様子）

【討議①】
これから「多世代の関わり」や「学校や各種団体との連携・協働」などを進めていこうとするときに
何を手始めにやった方がよいか（やるべきか）

【討議②】

【感想】

継続的に「多世代の関わり」や「学校や各種団体との連携・協働」などを進めていくために、どのよ
うな仕組みや留意点があるのか

※視聴後に御記入ください。

※視聴前に御記入ください。
   
御自分の所属公民館・所管の公民館について

御自分の考え（討議題に対してどう考えるか）

10
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福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会 収録日：

福岡県公民館大会
「持続可能な地域づくりに向け

て、公民館が進む道」

大会テーマ

3

『持続可能な地域づくりに
向けて公民館が進む道』
～「多世代の関わり」や「学校や各種団体との
連携・協働」などをどう具現化していくか～

地域の未来づくりのために

5

そんなことまで公民館の役割なの？
公民館にこれ以上色々なことを期待（押しつけ）
されても困る！

たしかにそうですよね・・・それでも

地域の未来づくりのために、絶えず変化
する課題やニーズに応えながら、公民館
自体が様々な住民から「地域の資源」
「不可欠な存在」と実感してもらえるよ
うな働きかけやチャレンジは重要

本日の流れ

2

◇趣旨説明＆コーディネーター紹介
◇実践報告①福岡県久留米市津福校区まちづくり

協議会とパルキッズ久留米大学
◇実践報告②佐賀県佐賀市南川副公民館
◇実践報告③宮城県白石市斎川公民館
◇パネルディスカッション
◇おまけ座談会

公民館（社会教育施設）を取り巻く課題と期待

4

①少子高齢化、産業構造の変化、都市化・過疎化、住民の
価値観やライフスタイル、ニーズの多様化

②地域における人のつながりや支え合いの意識の希薄化、若い
世代の加入・参加率、地縁組織等のコミュニティ機能の低下

③教育やまちづくり、高齢者福祉など多様な分野からの
「地域の担い手づくり」「連携・協働」への期待
④ やボランティア団体、病院・介護事業所、大学、企業
など多様な主体の存在

「多世代の関わり」や「多様な主体との連携・協働」を踏まえ
た公民館のあり方、業務の再構築が必要

コーディネーター紹介

宮田 智史
（みやたさとし）

福岡市在住・出身、 歳

★ 法人ドネルモ 事務局長 理事
★福岡大学 非常勤講師（生涯学習支援論）
★大野城市共働コーディネーター
★ 年ほど前から や地域活動団体向けの事業
運営相談、研修などを実施

12
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法人ドネルモ

超高齢社会を見据え、
人ひとりの可能性が
誰かと関わることで
かたちになってゆく
社会をつくる

□設立：平成 年 月
□所在地：福岡県福岡市博多区
□事業規模： 万円
□職員数： 名
□正会員： 名

地デザ卒業生たちの活動例：樋井川テラス

• 第２期：南区西長住校区
• 名店街の空き店舗を して、地域のたまり場に
• 年 月オープン。
• 自治会関係者など地域の人と一緒に運営方針を相談
• カフェ、地域食堂、レンタルスペースを兼ね備える

樋井川
テラス

2015.2~

https://www.facebook.com/kaminagao.terrace/

• 福岡教育大附属福岡小学校「にん
げん」の科目（ 年生、 クラス約

人）の 学期間の授業への協力
• 福岡小は文部科学省の研究開発指

定校に位置づけられており、国語、
算数、理科、社会などの教科に縛
られず教員が自由にカリキュラム
づくりが可能

• 児童生徒は広域から通学している
ため、「地域」との関わりが乏し
かった。

• そこで、探究的学習＋地域学習の
プログラムの授業設計や、地域組
織、公民館、企業とのコーディ
ネーション、プログラム運営協力
を行った

小学 年生に対して 学期間に
渡って実施される地域学習プ
ログラムの設計・運営協力

福岡小学校・独自科目「にんげん」

ドネルモの事業

公民館コラボＬＡＢ事業

地域における共創のまちづくりの活性化に向け，
公民館のコーディネイト機能を活用することにより，

地域諸団体と事業者との連携事業の促進を図るプロジェクト

• 平成 年～福岡市市民局公民館支援
課との共働事業として実施中

• 市内 館全公民館へヒアリング、ア
ンケート調査を実施

• 公民館職員、地域支援課等とも協力
しながら、３年間で公民館の連携・
協働に関する手引きの作成、環境整
備、伴走支援などに取り組む

この時間の学び方について

12

・ないもの探しよりもあるもの探しを！
→ついつい「登壇者の地域と自分の地域は違う。置
かれた環境や条件が異なる。なので参考にはなら
ない」と思いがち。もちろん同じ「地域や条件」
などありません。しかしヒントや共通はあるはず！

・実践報告の内容と内実を読み解く！
－いつ、だれが、どこで、何を？
－きっかけは？（それを呼び込む準備や心構え）
－どのように働きかけを行ったのか？
－手順やプロセス（過程）は？
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実践報告

13

①福岡県久留米市津福校区まちづくり協議会
とパルキッズ久留米大学

②佐賀県佐賀市南川副公民館

③宮城県白石市斎川公民館

パネルディスカッション

15

【討議２】
『継続的に「多世代の関わり」や「学校や各
種団体との連携・協働」などを進めていく
ために、どのような仕組みや留意点がある
のか』

パネルディスカッション

14

【討議１】
『これから「多世代の関わり」や「学校や各
種団体との連携・協働」などを進めていこ
うとするときに何を手始めにやった方がよ
いか（やるべきか）』

さいごに

・公民館の役割は「人づくり」「担い手づくり」。そのため
には「事業の参加者から当事者・担い手」へと後押しする、
学習支援者としての働きかけ（連携・協働のコーディネー
ション、ファシリテーション、ふりかえりなど）が必要

・多様な住民の学びや参加と協力を促すためには、地域の
中の様々な主体とのつながり（連携）や掛け合わせ、そし
て安心して他者と関わりが持てる場所が必要。その場所を
公民館が担う

・学びを提供する立場であるからには、自らも学び姿勢を！
アンテナを広げて、新しいネットワークをつくる

14
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地域と若者の連携による子どもの育成
～パルキッズ久留米大学と連携した津福校区のとりくみ～

津福校区まちづくり協議会
総務 入部 昭生

パルキッズ久留米大学
責任者 張 友樹

津福校区の概要

津福校区

津福校区の概要

目次

・ 津福校区の概要

・ パルキッズ久留米大学の概要

・ 連携することになった経緯

・ 具体的なとりくみ

・ 連携を通しての成果

・ 今後に向けて

津福校区の概要
人口 １２,３０６人
世帯数 ５,５６５世帯
高齢化率 ２５．５％
自治会数 １１
（平成３１年４月１日現在）

「パルキッズ久留米大学」とは
• 小学校やコミュニティセンターで、小学生と大
学生が勉強や遊び等を通して一緒に学ぶこ
とを目的とした準公認サークルです。

また、久留米市市民公益活動団体としても
登録し、活動をしています。

大学生と地域住民と小学校が一体と
なって子どもたちの居場所づくりを行う

パルキッズ久留米大学の概要

16
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主な活動内容

パルキッズ久留米大学の概要

・ 放課後居場所づくり（遊び・学習）

・ 自然体験教室

・ 通学合宿

・ 地域行事への参画

連携することになった経緯

・ ２０１１年 草野校区土曜塾の事例発表

・ パルキッズ久留米大学の活動の紹介をする

・ 津福校区が取り組んでいる、子どもを
中心としたとりくみとマッチングし連携す
ることに。

夏休み宿題塾

活動における大学生の役割

大学生は子どもではないが、

大人でもない。

だからこそ、子どものニーズを

大人に伝えることが出来る！

「子どもと大人の伝達役」

パルキッズ久留米大学の概要

夏休み宿題塾

夏休み宿題塾

17



夏休み宿題塾

子ども広場宿泊体験

子ども広場宿泊体験

子ども広場宿泊体験

子ども広場宿泊体験

子ども広場宿泊体験

18
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クリスマス発表会

子どもフェスタ

子どもフェスタ

クリスマス発表会

子どもフェスタ

子どもフェスタ

19



防災訓練

防災訓練

防災訓練

防災訓練

防災訓練

取り組みの成果

【津福校区】

→ 若い人たちの考えを取り入れることで、

子どもたちの体験活動の充実を図る事ができた。

→ 子どもたちの将来のモデルになっている。

【パルキッズ久留米大学】

→ 子どもたちとの活動を通して、スタッフ一人ひとり

の自尊感情が高まっている。

→ 久留米のことを知る機会となった。

20
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文部科学大臣賞受賞

ご清聴 ありがとうございました。

今後に向けて

21



郷土への想いを
形にし、次世代へつなぐ

佐賀市立南川副公民館
田中 みさ子

1992年 2018年

中央公民館から南川副公民館へ（地区公民館）

平成１９年１０月 佐賀市に合併
平成２４年４月 佐賀市立南川副公民館 落成
平成２８年３月まで 教育委員会 川副出張所を兼ねる
平成２８年４月 職員体制が変わる（公募による館長）
平成２９年４月 現体制になる

中央公⺠館、教育委員会の出張所として機能していたの
で、地区公⺠館として認識が旧市と異なり地域団体との
関係性や利⽤者とのかかわり⽅が希薄だと感じた。

やっていること（現在進行形）

１．とにかく声をかける（なるべく名で呼ぶ）
「少しだけ」とお願いし、可視化しながら話を聞く

２．主催講座に川副魂を意識する

３．主催講座で川副魂を揺さぶる

４．講座参加者の仲間意識を強める

南川副校区の紹介

⼲拓で培われた肥沃な⼟地
海苔養殖がさかん ⽣産量⽇本⼀を誇る

九州佐賀国際空港がある

⼈⼝ 5732⼈、世帯数 2166世帯。
（令和2年6⽉末現在）

昭和３０年に川副町として発⾜
平成１９年 佐賀市に合併

迷いと悩み・・・そして希望

・地域の事は、支所の職員が何とか解決してくれる
（地域の考え）
・サークルさん、地域の方との接点が少ない

迷いと悩み
地域課題云々というより何が必要なのかわからない

希望
元役場職員さんの一言 我々が団結して今こそ川副魂を見せる時

→そんな熱い思いの人々を私は理解しようとしていたのか？
もっと知る努力をしなければ・・・

22
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２．川副魂を意識する講座を組む

• 川副の昔話（共催：さが昔話の会）

• 九州佐賀国際空港について

• 海童神社奉納浮立について

• 16ｍｍﾌｨﾙﾑ映像鑑賞と人権講話

（有明海と干拓、有明海と海苔）

• 詐欺被害防止講座（川副の被害相談数が多い）

• 人権アニメ「おじいちゃんのトマト」と講話 など

さんの

⿊糖奈良漬教室

か ず

３．川副魂を揺さぶる講座を組む②

地域の伝統や⾵習が活きる講座

海苔の網張の日に今年の大漁を願いおはぎを海に持参

し、海苔網に着けたり、食したりして大漁を願う風習

がありますが、だんだん簡素化されているそうです。

そこで「おはぎと海苔」「おはぎの作り方」について

聞き込み、多くの賛同者を経ておはぎまつりが開催さ

れました。元漁師さんから「おはぎと海苔」の話も聞

きました。

有明海の恵みをふんだんに活かした粕漬けは

南川副の特産物

和さん（粕漬け屋さん）に奈良漬けの漬け方を

習うと共に、有明海の生き物や粕の栄養効果などを

学びました。

公⺠館交流⼈⼝の
少なさ

（地域の拠点とは
なりえていない） それぞれの良さ

を知る事でより
郷⼟愛を深める
ことができる

地域連帯⼒の
強さを最⼤限
に活かす

職員の悩み
他地区

まち協

公⺠館

川副魂を意識、地域の認識を高めることで・・・

来館者
⾊々聞いて教えを乞い
来館者が先⽣に！
主役が沢⼭⽣まれる

協働

地域間交流

⾃分事に！

公⺠館の積極的
利⽤者が増えて

きた

３．川副魂を揺さぶる講座を組む①

平成30年度『やまとうみのよかとこ交流』(海編)⾓⾈⼤会

平成29年より海と山それぞれの良さに触れ、郷土愛を深めてほしいと始めた海山交流事業
まちづくり協議会の協力を得て海苔漁業で使う角舟を使ってレースを行うことになりました。

まちづくり協議会
子ども達に記憶に残る体験を

させてあげたい

公民館
南川副ならではの

体験をやりたい ４０⼈ほどの⼤⼈が
⼦ども達をサポート

⽩熱したレースに
⼦どもも⼤⼈も⼤興奮

４．講座参加者の仲間意識を強める

※参加者でなく当事者へ
おはぎまつり → どうしたらおいしいおはぎが作れるか？

→ 試食の機会を設け、アドバイスをもらう
準備はもちろん、当日参加者、非参加者までもがまつりの成果に
気を配るようになった。

※〇〇〇同窓会と称し、講座後の振り返りを行う
（元々地縁が強く同窓会が盛んな地域である）

・奈良漬け教室同窓会 ２番漬を持ち寄りみんなで会食する
・百人一首同窓会 ２年越しに集まる。講座の再開を願う声が聞かれる

持続可能な地域づくりへの一歩
（これからがスタート）

・主体的参加者が増え、公民館への人の流れが変わった。

・今までの生活がいかに豊かで素晴らしいものだったか！再認識して

もらうことで住民のプライドが保たれる

・プライドの実証は、次世代への自信をもって伝えることに繋がる

持続可能な地域づくりにはまだほど遠い気がしています。しかし主催

的参加者が増えることで公民館が面白いところになっていくと思って

います。
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「ころ柿づくり体験教室」 (H28年度）

24
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これからの斎川をみんなで
者えましょう。

さら,1畜Ill
� 

� 

アッ7塾
I 〈講師紹介〉

1 
新潟市江雨区（旧a田町）出身。1996年、新泡大学大学院工学科修士課程修了。同年煤計画技術研究所に入社し、
全国各地の都市計画及び参加型まちづくりのコンサルティング業務に従弓。2004年に同社を退社し、以後、NPOの
立揚から多様な地域づくり祖業のプランニング・コ ー ディネ ー トに廃わっています。
視在、NPO法人まちづくり学校副代表理事、NPO法人にいがたエキナン会副理手長、NPO法人点空社理ェ、NPO
法人みらいすworks理事他。

少子高齢化、人口減少により漠然とした不安がある中、斎Ill小学校の閉校。今、斎川地区では様閃な問
類があります。これからの斎川がすっと住みたいと思える明るい未来にするために、先すは地域の現
状を知り、自分たちが主体となったまちづくりを老えていきましょう。

・地区の人口構成の現状と
将来予測

・事業の棚卸し・住民ニ 一

ズの把握

．棚卸し結果の全体共有
・斎川地区における地域づ
くりの理念の検討

【第1回】（全3回）

平成29年

12川7日（日）
1 3:30,......., 1 6:30 

場所：斎川公民館
第2回は1月27日（土）
第3回は2月25日(E3)を予定しています。
いすれの回も1 3:30~ 1 6:30です。

内容については変更になる可能性があります。〈お問合せ〉斎川公民館25-2701

I (主催：宮城県・白石市教育委員会生；届学器課・斎川まちつくり協議会】 1 

年長者を対象とした LINE講習会

若者が
先生です！
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行事・会議・組織の棚卸し

H30年度年間
・活動時間： 5133/14.1時間
・活動回数： 817/2.2回
・役員・従事者数： 2875/7.9人

人口1000人→2.8役／人

地域円卓会議の開催 「お年寄りが生活で困ってきていること」
～買い物・通院の足の問題から考える～

地域→行政が様々な支援制度を行っていることを知ることが出来た
行政→地域が何に困っていて、 どんな支援を必要としているか知ることが出来た

ささえあいマップづくりと実験プロジェクト企画会議

個々が持っている情報を
マップに書き込み見える化

みんなで共有する
※情報は口外しない！

今年度どんな取組（実験）を行
うか企画検討
・買い物支援
・病院への送迎
・小さな困りごとのお手伝い

などなど． ． ．
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第１回 昭和28年
1月 県社会教育会館

第２回 昭和29年
4月 八 幡 市

第３回
昭和29年
11月19日
～20日

筑紫郡二日市町
中 央 公 民 館

社教法５周年、青振法�1周年を記念し公民館・青年学
級の重要な諸問題を研究討議し、具体策を探り、既に
展開している生活自立運動の促進を期す

公民館の振興はいかにあるべき
か－社会教育の反省と将来

第４回
昭和30年
11月21日
～22日

大 牟 田 市
中 央 公 民 館

戦後10年間の公民館活動を反省し、困難な諸問題につ
いて徹底的に研究協議を行い、具体的振興策を樹立す
ると共に生活自立運動の推進を期す

赤字財政下の公民館をいかに振
興するか

第５回 昭和31年
10月25日 飯塚市中央公民館

公民館を社会教育機関として整備強化し、勤労青少年
教育の振興事業の効率化・総合化・大衆化をはかり、
新生活運動の促進を期す

公民館の現状はこのままでよい
か

第６回 昭和32年
10月19日 豊前市八屋中学校

地方財政の窮迫や町村合併のなかで、公民館の組織運
営を強化し、特に分館施設の整備と活動の活発化をは
かる

新生活運動の反省と今後の推進
方策について

第７回
昭和34年
11月21日
～22日

福岡市中央公民館
社教法施行10周年を記念し、公民館10年の歩みを顧み
新しい時代に即応する公民館のあり方と振興方策の研
究

公民館10年の歩みとこれからの
公民館

第８回
昭和35年
10月3日
～4日

大川市市民会館
公民館運営の科学化・技術化を促進し、地域の社会教
育センターにふさわしいものとするために設置基準に
則して、当面する問題の研究

地域の社会教育センターとして
の公民館の整備を計画的に推進
するためにはどうしたらよいか

第９回
昭和36年
6月3日
～4日

直 方 市 公 会 堂
地域社会の文化センターとして住民の実生活に即する
社会教育の総合的推進に寄与する公民館活動と経営の
あり方を求めて

地域の社会教育を総合的に推進
するためにはどうしたらよいか

第10回
昭和37年
5月13日
～14日

行橋市行橋小学校 楽しく学び、豊かな暮らしと文化をつくるために公民
館はどうしたらよいか

青少年が楽しく学び健やかに成
長するために公民館はどうした
らよいか

第11回
昭和38年
5月25日
～26日

北九州市戸畑区
文 化 ホ ー ル 住みよい地域社会に豊かな生活文化をつくろう

新しい地域社会の建設と生活文
化の向上発展に資するためには
公民館はいかにあるべきか

第12回
昭和39年
5月31日
～6月1日

福岡市市民会館 ひとりひとりの生活をよくし、豊かな市民性を育てる
ために公民館はどうしたらよいか

公民館への期待－とくに市民性
の向上を中心として－

第13回
昭和40年
5月23日
～24日

筑後市市民会館 変貌する社会における住民の社会教育活動を振興する
ための公民館の役割

地域住民の生活文化を高めるた
めに果たすべき公民館の役割は
何か

第14回
昭和41年
5月24日
～25日

田 川 市 体 育 館 住民の創造的生活の確立をめざす自主的な学習活動を
育てよう

住民の創造的生活の確立のため
に（分科会テーマ）

第15回
昭和42年
5月14日
～15日

豊前市市民会館 今日の生活をみつめ、明日の生活を築くための公民館
の役割とそのための施設設備の充実と配置のあり方

地方自治と住民の学習
（記念講演）

第16回
昭和43年
5月28日
～29日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館 公民館の近代化と新しい活動の課題を求めて 社会生活の都市化と公民館の課

題（記念講演）

第17回
昭和44年
5月31日
～6月1日

太宰府町九州学園
福 岡 女 子 短 大

急激な社会構造の変化に対処し得る人間づくりと新し
い地域形成のための住民の教育機関としての公民館の
新しいあり方と役割

これからの新しい公民館のあり
方と役割（記念講演）

第18回
昭和45年
5月26日
～27日

久留米市市民会館 未来をひらくための学習と公民館のあり方を考えよう 公民館の理想と現実

第19回
昭和46年
5月25日
～26日

飯 塚 市
文 化 セ ン タ ー

住民の学習に応えられるための公民館の施設設備を充
実し、職員体制を整備し、市民社会を育てるための教
育をすすめよう

岐路にたつ70年代の選択
（記念講演）
公民館の理想と現実

福 岡 県 公 民 館 大 会 年 表
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第20回
昭和47年
7月6日
～7日

行橋市市民会館
住民の日常的学習要求に応じる公民館体制の確立と今
日的役割を考え、また新しい地域社会（コミュニティ）
形成のための公民館活動のあり方を考える

明日を創る公民館の新路線
（記念講演）

第21回 昭和48年
5月30日

福 岡 市 立 少 年
文化会館ホール 生活に根ざす公民館活動の創造と前進

生活に根ざす住民の教育要求に
こたえるための公民館の役割
（シンポジウム）

第22回 昭和49年�
6月6日

八 　 女 　 市
市 町 村 会 館 魅力ある公民館の創造と前進

実践発表
対面討議
全体討議

住民にとって公民館とは何か

第23回 昭和50年
6月�1日 直 方 市 民 会 館 豊かな地域づくりをめざす公民館

の役割
シンポジウム
講　　演

コミュニティの形成と公民館
これからの公民館経営

第24回 昭和51年
6月3日 豊 前 市 民 会 館 住民の生活を高めるための公民館

事業のあり方を考える
パネル討議
講　　演

住民の求めに応ずる公民館事業
住民の生活を高めるための公民
館事業

第25回 昭和52年
9月22日

北九州市小倉南
市 民 セ ン タ ー

住民の学習要求に応えるための公
民館のあり方を考える

分科会（9）
講　　演 これからの社会教育

第26回 昭和53年
7月5日

太 宰 府 勤 労 者
体 育 セ ン タ ー

地域の住民の学習要求に応えるた
めの具体的な公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域と社会教育

第27回 昭和54年�
7月3日

大 川 市
文 化 セ ン タ ー

多様化する地域住民の学習要求に
応えるための公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域が育てる児童文化

第28回 昭和55年�
6月12日

中 間 体 育
文 化 セ ン タ ー

地域住民の実際生活に即した公民
館のあり方について

パネル討議
講　　演

地域住民の実際生活に即した公
民館の在り方について

第29回 昭和56年�
6月3日 行 橋 市 民 会 館 公民館が果たすべき今日的意義と

役割を考える
講　　演

シンポジウム（3）
青少年をとりまく諸問題に対処
する社会教育

第30回 昭和57年�
6月9日

北 九 州 市
小 倉 市 民 会 館

住民が主体となる公民館の在り方
を考える

講　　演
分科会（8）

住民が主体となる公民館の在り
方を考える

第31回 昭和58年�
8月9日

福岡県立福岡勤労
青 少 年 文 化
セ ン タ ー

「住民の実際生活に即した公民館
の役割と機能を考える」－今、公
民館は地域住民とともに何をしな
ければならないか－

講　　演
分科会（9）

「現代の青少年問題を考える」
－思いやりのある社会づくりの
ために－

第32回 昭和59年
6月22日 甘 木 文 化 会 館 生涯教育の視点に立った公民館経

営の在り方を考える

講　　演
パネル討議（3）
分科会（2）

ニューメディア時代を考える

第33回 昭和60年�
6月13日 飯塚文化センター 生涯教育推進の拠点になる公民館

のあり方を考える
講　　演
分科会（8） 生涯教育の推進と公民館の役割

第34回 昭和61年�
5月30日 豊 前 市 体 育 館 生涯学習を推進する公民館の役

割・機能を考える
講　　演
分科会（7） 生涯学習と放送

第35回 昭和62年
8月6日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

生涯学習を推進する公民館の役
割・機能を考える

講　　演
分科会（7）

「豊かな心を育てる地域社会の
役割」

第36回 昭和63年�
7月27日

福岡県立福岡勤労
青少年文化センター

生涯学習社会の形成をめざす公民
館のあり方を考える

講　　演
分科会（7）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第37回 平成2年�
11月21日 筑紫野市文化会館 生涯学習社会をめざす公民館のあ

り方を考える

講　　演
シンポジウム（1）
分科会（4）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第38回 平成3年
7月31日 直 方 市 民 会 館 生涯学習時代に対応する公民館活

動のあり方
講　　演
分科会（5）

地域に根ざした公民館活性化へ
の提言
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第39回 平成4年
7月30日

久 留 米 市
石橋文化センター

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5）

学校週５日制…公民館はどうす
る‼

第40回 平成5年
9月17日

大 牟 田 市
大牟田文化会館

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5） ボランタリズムの心

第41回 平成6年
7月29日

田 川 市
田川文化センター

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5） 生涯学習における公民館の役割

第42回 平成7年
8月3日 行 橋 市 民 会 館 住民とともに生涯学習社会を目指す

公民館の学習・交流活動のあり方
講　　演
分科会（5）

公民館を元気に未来的にしよう
‼－“愛されるため”の魅力を
アップ…インテリジェント化－

第43回 平成8年
8月7日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5）

生涯学習における公民館
－粋な生き方と学衆国づくり－

第44回 平成10年
8月20日

志 免 町 立
町 民 セ ン タ ー

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5）

公民館のこれから
－社会教育を取り巻く環境の変
化に対応するために－

第45回 平成11年
7月30日

中 間 市
なかまハーモニーホール

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5） 子どもと地域の教育力

第46回 平成12年
7月28日

久 留 米 市
石橋文化ホール

新しい時代への期待、公民館の新
たなあゆみを考える

講　　演
分科会（5）

新しい公民館活動のあり方～21
世紀の公民館像をめぐって～

第47回 平成13年
7月27日

筑 後 市
サザンクス筑後

21世紀の到来、地域とともに歩む
公民館活動の新たな戦略

講　　演
分科会（5）

家庭教育を支援する公民館活動
のあり方

第48回 平成14年
8月2日 飯塚市文化会館 完全学校週５日制スタート、公民

館の新たな役割を考える
講　　演
分科会（5）

社会教育の出番は、“今”
～完全学校週５日制に対応した
公民館活動のあり方～

第49回 平成15年
7月23日

苅 田 町 立
中 央 公 民 館

地域拠点としての公民館の新たな
役割を探る

講　　演
分科会（3）

メディアから見た地域拠点とし
ての公民館の役割

第50回 平成16年
8月31日

北 九 州 市
北九州芸術劇場

「地域拠点としての公民館、その
半世紀とこれからの展望」～未来
型公民館の在り方を探る～

講　　演
分科会（3）

「地域の学習拠点としての公民
館」～現状と将来～

第51回 平成18年
8月3日

宗 像 市
宗像ユリックス

少子高齢社会に対応した公民館の
在り方

講　　演
シンポジウム

地域へのメッセージ・会社の人
から社会の人へ少子高齢社会に
対応した公民館の在り方を探る

第52回 平成19年
8月8日

直 方 市
ユメニティのおがた

「公民館の家庭教育支援、今、何が
できるか」－子供の生活リズム向
上「早寝・早起き・朝ごはん」県
民運動－

講　　演
シンポジウム

家庭の教育力を高めるために、
社会教育の力を公民館の家庭教
育支援・今、何ができるか

第53回 平成20年
8月1日

朝 倉 市
サンライズ杷木

「学校・家庭・地域の連携を推進
する公民館の役割」

講　　演
シンポジウム

「社会全体の教育力向上」～学
校・家庭・地域の連携協力～
「学校・家庭・地域の連携を推
進する公民館の役割」

第54回 平成21年
8月1日

柳 川 市
柳 川 市 民 会 館

「教育力向上福岡県民運動の推進
と公民館」

講　　演
シンポジウム

「体験活動を通した青少年の自
立とこれからの社会教育」
「教育力向上福岡県民運動の推
進と公民館」

第55回 平成22年
8月4日

田 川 市
田川文化センター

「活力ある地域を創造する公民館
活動のあり方」

講　　演
シンポジウム

「地域づくり・まちづくりと公
民館の現代的役割」
「活力ある地域を創造する公民
館活動のあり方」

第56回 平成23年
8月4日

行 橋 市
行橋市民体育館 「新しい公共」とこれからの公民館 講　　演

シンポジウム

「『新しい公共』とこれからの公
民館」
「これからの公民館運営と役割」

第57回 平成24年
8月2日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館

「絆づくりと活力あるコミュニティ
の形成」に向けて

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の絆を深め、活力あるコ
ミュニティを創造する公民館の
役割」
「元気の出るまちづくり」
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第58回
平成25年
8月29日
～30日

福岡国際会議場
福岡サンパレス
福 岡 市 民 会 館

「活力と魅力あるコミュニティづ
くりをめざして」～自立・協働・
創造の実現は公民館から～

分科会（7）
記念講演

※�第64回九州地区公民館研究大
会（福岡大会を兼ねる）

第59回 平成26年
7月31日

春 日 市
クローバープラザ

「地域の課題解決や活性化に向け
た公民館活動のあり方」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の活性化に向けた公民館
の役割」

第60回 平成27年
8月4日

岡 垣 町
岡垣サンリーアイ

「地域に活力を生み出す公民館の
役割」

講演
シンポジウム 「活力を生み出す公民館」

第61回 平成28年
8月10日

久 留 米 市
久留米シティプラザ 「ひとを育て、まちを育む公民館力」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の課題解決に向けて、『公
民館』はどうあるべきか？」

第62回 平成29年
8月10日

筑 後 市
サ ザンクス筑 後

「公民館が核となった人づくり・ま
ちづくりの可能性を求めて」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「持続可能な地域づくり・人づ
くりに向けた公民館の可能性
は？」

第63回 平成30年
8月10日

飯 塚 市
イイヅカコスモスコモン

「持続可能な地域に向けて　公民
館が進む道」～この時代だからこ
そ必要とされる地域の拠点である
ために～

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域を元気にする公民館の仕
掛け」
「地域を元気にし、住民から必
要とされる公民館」

第64回 令和元年
7月26日

苅 田 町
中 央 公 民 館

「持続可能な地域づくりに向けて
公民館が進む道」～地域住民を巻
き込む一体的な取組を創造する公
民館活動～

講　　演
パネル

ディスカッション

「魅力ある地域づくりを担う公
民館の役割を創造する」
「持続可能をめざした地域づく
りに向かう公民館活動の在り
方」
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　戸畑祇園大山笠は国の重要無形民俗文化財に指定されており、福岡県夏の三
大祭りの一つとして親しまれています。210年を越える歴史を誇り、昼は勇壮
な幟山笠が、夜には美しい12段、309個の提灯を重ねた提灯大山笠に衣替えし
ます。『ヨイトサ、ヨイトサ』のかけ声とともに豪華で迫力のある共演を繰り広
げます。平成28年には、「戸畑祇園大山笠行事」を含む全国33の「山・鉾・屋
台行事」がユネスコ無形文化遺産に登録されました。

　幕末から明治時代にかけて日本の近代化に貢献した産業遺産群、「明治日本の
産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が、平成27年7月5日、世界文
化遺産に登録決定されました。この遺産群は、8県11市にまたがる23資産から
なり、北九州市からは、官営八幡製鐵所関連施設が構成資産に含まれています。
　製鐵所構内に立地していることから一般公開はされていませんが、旧本事務
所の外観を眺望できるスペースが整備されています。

　小倉発祥の〝焼うどん〟は終戦時の1945年(昭和20年)に誕生した北九州の
名物料理です。干しうどん(乾麺)を使用した麺の「もっちり」感と「天まど」
と呼ばれる卵のせが美味しい一品です。終戦直後、焼そば用のそば玉がなかっ
たため、干しうどんを湯がき焼いて作られた小倉の「焼うどん」。キャベツや玉
ねぎの甘さや旨みがギュッと詰まっています。

　大正3年に建築されたネオ・ルネッサンス様式の駅舎。1988年に駅舎として
は日本で初めて国指定重要文化財に指定されました。現役の駅舎で国指定重要
文化財に指定されているのは、門司港駅と東京駅の二つだけです。約6年の保存
修理工事を経て、2019年3月10日にグランドオープンしました。
　クルーズトレイン「ななつ星」も 毎週火曜日にやってきます。停車時間は13
時30分～ 14時30分です。

戸畑祇園大山笠

小倉発祥焼うどん

門  司  港  駅

官営八幡製鐵所
旧本事務所

　福岡県公民館連合会では、市町村の特色ある公民館活動や公立公民館一覧、県公連の活動状況、
実践交流会で発表された実践事例等をホームページに掲載し、情報提供に努めています。

　YahooやGoogleなどの検索サイ
トから「福岡県公民館連合会」と入力
してもご覧になれます。

○「お知らせ」に新着情報を掲載して
いきます。

○「福岡県公民館大会誌」にこれまで
の大会誌を掲載しています。

　年３回ホームページ上で発行してい
ます。（７月、11月、３月）

○市町村のページ特集
　「特色ある公民館活動」
○こちら県公連

福岡県公民館連合会ホームページ

福岡県公民館連合会ホームページ http://www.fukuokaken-kominkan.jp/

県公連と県内公民館を結ぶ
情報誌です。

定期更新（年３回）以外に、新着情報の随時更新を行います。
ぜひ、ご覧ください。

令和2年10月～

ホームページ
   リニューアル!




